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1.「三春駅が閑散としている」

ぎかいの
視点

　駅利用者や住民が駅空間を便利で活気ある空間として利用できるよう、旧駅前サロン
の活用や駅でのイベント、サイン計画（※）の見直し、観光の足となる新たなモビリティ
の検討などに取り組むよう三春駅周辺の賑わいの創出に対して申入れ。

こども議会でも取上げられていたが、三春駅周辺にお店も無く閑散と
している。町の“観光の玄関”なのに…

2.「北部３地区には何も無い」
中郷地区には「モンベルストア」、岩江地区には「岩江こども園」など
大きな事業があるが北部３地区（御木沢・沢石・要田）には何も無く
寂しい。

　北部地区の活性化のために、平沢四合田住宅団地のような若い世代が移住できるよう
な宅地の造成や、こどもから大人まで利用できる遊び場や施設などの検討に取り組むよう、
北部地区の活性化に対して申入れ。

ぎかいの
視点

空き家を活用して、企業の人手不足解消に繋げるなど町と連携して
１ヶ月でも２ヶ月でもお試ししてやっていけたらと思うが。

3.「若い世代が移住しやすいように
　　　　　　　　　お試し移住を実現できないか」

　町でも少子化対策が必要であるため、以前行っていた町営住宅貸出事業の利用条件
の見直しや、新たな事業の検討に向け取り組むよう移住定住の促進に対して申入れ。

ぎかいの
視点

※サイン計画…どういった案内標識を、どこに、どのように設置したらよいのかなどをまとめた計画。

議会は住民自治の窓口
　令和６年 10 月から11 月にかけて町民の皆様との意見交換会を開催し、22 名にご参加いただきました。
　住民自治の窓口として、意見交換会で出された貴重なご意見やご感想を町政に反映していきます。

参加者インタビュー

御木沢まちづくり協会　協会長　武
たけうち

内  徹
とおる

 さん

三春町商工会青年部　部長　佐
さ く ま

久間  朝
と も と し

敏 さん

三春モニタリングポストの会　塚
つ か は ら

原  寿
ひさし

 さん

　役員が町に直接出向いて話すより、議員の力がないと次へ進まないという部分がありますので、
地域で声を上げて議員の皆さんにお伝えして、議会からも町に話していただければ良い。

　以前意見交換会に参加してから青年部員たちの中で、次の意見交換に向けて町に対しての話を
する機会が増えました。普段そういった話は青年部内でするのですが、議員と向き合って話すこと
で、真面目に話すことができ貴重な機会だと思いました。

　私はこういったのは初めてでしたが、議員から意見交換会をしているのを聞いて、こんなに意見
交換会をやっていたのかと感じました。三春の議会というのはすばらしいと思っています。地方自
治というのは、国の施策とかなり関係するところもありますが、どうやって自分たちの町を良くして
いけるか議会と行政が互いにチェックしていきながらやるというのが本来の姿勢かと思っています。

4.「急がないとこどもがいなくなる」

ぎかいの
視点

　こどもが安全にのびのび遊ぶことのできる環境や、充実した設備のある屋外や屋内遊
び場の設置について取り組むよう公園のあり方に対して申入れ。

5.「こどもはいつ具合が悪くなるかわからない」

小児科・子ども向けの診療の機能を充実させてほしい。町内は予約が
いっぱいで、他の病院に診てもらった方がいいと言われたことがある。

　高齢者医療の充実はもとより、若者世代の医療体制の充実について福島県や国に対
し要請するなど医療体制の充実に対して申入れ。

ぎかいの
視点

こども議会でも「遊び場」について質問があったが、大きな公園を作
るのが理想的。三春の里の公園もあるが遊具が老朽化している。どう
せならモンベル近くに作るのが理想的。
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　こまシェアを町広報で知り、高齢者の私にとってはありがたい制度だと思い早
速申し込みをしました。実際に利用してみると、なかなか使いづらいと感じました。
　実際、申込方法や書き方が分かりづらく断念した方もいます。また、ご夫婦で
利用した場合も、個人ごとに申込みをするようになるため良心的ではないと感じ
ました。

　金額も町内限定としては、割高に感じます。病院を受診した場合、帰りの時間が分からないので、結果
としてタクシーを利用するようになります。
　取り組みとしては良いことだと思います。利用者が増えるように町では利用者の意見を聞きながら、改
善策を示してもらいたいです。

　議会では全員協議会などの場において、公共交通の見直しとしてデマンド型の公共交
通導入について町に提案していました。取材したご意見・ご感想をもとに議会で更に議
論し、「こまシェア」が公共交通の利便性向上に繋がるよう努めていきます。

ぎかいの
視点

予約システムは使いやすい？使いにくい？

利用時間（8時～16時50分）は適正？短い？

使いやすい  1 人 使いにくい  23 人

30 ～ 50 代 … 1 人 30 ～ 50 代 …   1 人

60 ～ 70 代 … 0 人 60 ～ 70 代 … 19 人

80 ～ 90 代 … 0 人 80 ～ 90 代 …   3 人
30～50代

10人

20人

30人

60～70代 80～90代

11 00 00

使いやすい 使いにくい

11

適正　6 人 短い　22 人

30 ～ 50 代 … 0 人 30 ～ 50 代 …   2 人

60 ～ 70 代 … 2 人 60 ～ 70 代 … 19 人

80 ～ 90 代 … 4 人 80 ～ 90 代 …   1 人
30～50代

10人

20人

30人

60～70代 80～90代

22 44 11

適正 短い

00

・前日の予約など不便。利用の妨げになっている。・システムだけでなく事業自体知らなかった。
・当日に体調不良や少し買い物行きたくても使えないようでは不便。・ネット予約の方が嬉しい。

わたしも一言

・夜間利用したい。せめて 19 時までにしてほしい。
・毎週末の午後などにもっと自由に利用できたら良い。

わたしも一言

佐
さ く ま

久間 佳
よ し こ

子 さん

1919

33

22

1919

こまシェア出発式

　こういったものがあると、高齢の
人は助かります。ひと月 1 万円だっ
たら仕方ないと思います。新たな公共交通になるか期待

　11 月１日に役場駐車場か
ら、町内タクシー事業者であ
るマルイチ三春自動車株式会
社様、三春タクシー株式会社
様、株式会社オールスター観
光様と連携した「こまシェア」
が出発しました。

　交通事業者と連携して「ドア・ツー・ドア（自宅から目的地まで）」による新たな仕組みとして、11 月１日～　交通事業者と連携して「ドア・ツー・ドア（自宅から目的地まで）」による新たな仕組みとして、11 月１日～
１月 31 日まで定額制乗合タクシー「こまシェア」の実証運行を行いました。１月 31 日まで定額制乗合タクシー「こまシェア」の実証運行を行いました。
　実証運行を行ってみて町の皆さんはどう感じたのか取材しました。　実証運行を行ってみて町の皆さんはどう感じたのか取材しました。

こまシェアの
概要はこちらこまシェアを考えよう

実証運行「こまシェア」
皆さん利用しますか？

（実証運行期間：令和６年 11 月１日～令和７年１月 31 日）

議員取材！
40人に
聞きました

 町内乗り放題月10,000円は高い？適正？

高い　22 人 適正　9 人

30 ～ 50 代 …   ０人 30 ～ 50 代 … 2 人

60 ～ 70 代 … 16 人 60 ～ 70 代 … 4 人

80 ～ 90 代 …   6 人 80 ～ 90 代 … 3 人
30～50代

10人

20人

30人

60～70代 80～90代

22

1616

6644 33

高い 適正

00

・１万円、５千円、３千円など金額を分けたり低額のプランもあった方が良い。

わたしも一言

体験試乗者 安
あ べ

部 ナ
な み こ

ミ子 さん
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　条例により 700 万円以上の財産の取得については、議会の議決（可否）を経て購入しなければなりません。
しかし、令和６年度に購入した小学校教師用教科書等は、その手続きを経ずに購入したことが判明したた
め、改めて購入について議案が提出されました。

議決を経ずに行った教師用教科書等購入

　消耗品の購入であり、議決が必要であることを気づかなかった
ということだが、高額な金額で消耗品などを購入することは今後
も予想される。どのようなチェック体制をとっていくのか。

①購入内容　　教師用教科書　647 冊
　　　　　　　教師用指導書等（指導者用デジタル教科書含む）　657 冊
②購入金額　　21,427,270 円
③判明の経緯　他の自治体で、議決を経ずに教師用教科書と指導書を購入していたと報道されていたため、
　　　　　　　改めて確認したところ、当町でも１件あることが判明しました。
④原因　　　　教師用教科書等の購入については、予算科目を消耗品費として取り扱っており、議会の議
　　　　　　　決に付すべき財産にはあたらないと誤認したことによります。

　全国的に同様の事例がみられ、消耗品の購入について議会の議
決を要しないとの先入観があったことが問題の原因と捉える。今
回のように高額な購入案件については、担当課だけでなく管理職
が決裁権者となるため、その中で十分なチェック機能を果たして
いく。

質　問

答　弁

定例会12月会議

　「条例の規定に基づく議決案件の適正な事務執行と、決裁権者によるチェック機能が適切に果た
されるよう留意すべき」との意見をつけ、改めて本会議で可決しました。また、今後も議会の議決
が必要な財産の購入があることが予想されるため、議会の審査においても注意しながら議案審査に
あたっていきます。

ぎかいの視点

　定例会 12 月会議（12 月２日～６日）は、人件費や後期高齢者医療費等の追加を含む一般会計等
補正予算をはじめ、条例改正など 14 議案を審議し、すべて原案通り可決されました。
　ここでは、議会が注目した議案に対する質疑をピックアップします。

　三春の里田園生活館をはじめとした「三春の里農業公園」のエリアを拡大して、キャンプサイトやカヤッ
ク場などを整備するため、名称を「三春の里交流体験施設」に変更するため条例を改正します。

反対討論

賛成討論

「農業公園」から「交流体験施設」に名称変更

ぎかいの視点

　この条例の目的は、アウトドア・アクティビティ拠点施設に計画される施設
を扱うものではなく、公園としてエリアを定義づけることである。しかし、改
正では主たる目的が建物の管理運営について言及されており、条例の意図から
農業公園を交流体験施設に変えることは、本来の目的にはそぐわないため条例
改正に反対する。

　委員会の審査において、条例の及ぶエリアについては施設一帯であるとの確認
と検討経過について確認した。名称については、田園生活館・農業体験等も含め
て「交流体験施設」という名称を全庁的に十分な検討が尽くされたと判断した。
先ほどの反対討論で「施設とは建築物だ」という話があったが、狭義においては
そのように言われる場合もある。しかし施設という表現については、公共施設や
学校施設、道路施設、河川施設含めて広い意味で解釈して良いのではないかと判
断したため条例改正に賛成する。

　「施設」とは建物のことを指すもので、「公園」はエリアを指すもの
であるため趣旨が変わってくるのではないか。例えば「交流体験施設」
ではなく「交流体験公園」などのようにすべきでは。

　農業関係と体験型の屋外活動を通して地域の活性化を図るという
ことが目的である。様々な施設があるため総じて「交流体験施設」
とし、一体的に条例で規定することからそのような文言を使用した。

質　問

答　弁

三瓶一壽 議員

影山常光 議員

整備中のユニットキャンプラフ図石畑水生生物観察園　立入禁止のお知らせ



8899 みはるみはる議会だより議会だより 2025年2月1日発行2025年2月1日発行 2025年2月1日発行2025年2月1日発行 みはるみはる議会だより議会だより

町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う
　定例会 12 月会議では、１２月３日に一般質問を行い、10 名の議員が町政について一般質問しました。

議会傍聴においでください。
次回の一般質問は3月4日（火）
午前10時予定です。

次回は手話通訳者が
一般質問を通訳します。

一般質問に一般質問に1010人登壇人登壇

※各議員１項目の内容をダイジェスト版でお知らせします。
議員写真下の２次元コードから、一般質問録画映像がご覧いただけます。

「北部活性化」 鈴
す ず き

木　利
と し か つ

一 議員 ………………………… P10

「観光事業」 三
さ ん ぺ い

瓶　一
か つ と し

壽 議員 ………………………… P10

「駅の活性化」 遠
え ん ど う

藤　亮
り ょ う こ

子 議員 ………………………… P11

「農業活性化」 篠
し の ざ き

崎　　聡
さとし

 議員 ………………………… P11

「ごみ処理問題」 三
さ ん ぺ

瓶　文
ふ み ひ ろ

博 議員 ………………………… P12

「人生会議」 山
や ま ざ き

崎ふじ子
こ

 議員 ………………………… P12

「子育て支援」 松
ま つ む ら

村　妙
た え こ

子 議員 ………………………… P13

「三春北部振興」 橋
は し も と

本善
ぜ ん い ち ろ う

一郎 議員 ………………………… P13

「部活動支援」 大
お お う ち

内　広
ひ ろ の ぶ

信 議員 ………………………… P14

「こまシェア」 影
かげやま

山　孝
た か お

男 議員 ………………………… P14

公開します　定例会 12 月会議　審議議案と議員の賛否

上程議案・概要・結果　　賛成：○　反対：×
結
　
果

影
山
　
孝
男

三
瓶
　
一
壽

大
内
　
広
信

佐
藤
　
　
弘

山
崎
ふ
じ
子

石
井
　
一
正

小
林
　
　
孝

松
村
　
妙
子

三
瓶
　
文
博

篠
崎
　
　
聡

橋
本
善
一
郎

佐
久
間
正
俊

影
山
　
常
光

遠
藤
　
亮
子

鈴
木
　
利
一

影
山
　
初
吉

条例の制定・改正

議
事
進
行
を
行
う
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
賛
否
表
明
し
ま
す
。

関係条例の整理に関する条例の制定
　刑法等一部改正法が令和７年６月１日に施行されることに
伴い、関係条例の改正を行うためこの条例を制定するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

三春町行政組織条例の一部改正
　令和７年４月１日の岩江こども園開園に伴い、条例の一部
を改正するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

三春町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部改正
　行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律の一部を改正する法律の施工に伴い、
条例の一部を改正するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一
部改正
　令和６年福島県人事委員会勧告を踏まえ、議員に支給す
る期末手当の支給割合を改定するため、条例の一部を改正
するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
　令和６年福島県人事委員会勧告を踏まえ、町長等に支給
する期末手当の支給割合を改定するため、条例の一部を改
正するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

職員の給与に関する条例の一部改正
　令和６年福島県人事委員会勧告を踏まえ、職員の給料表
及び職員に支給する期末・勤勉手当の支給割合を改定する
ため、条例の一部を改正するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部改正
　令和６年福島県人事委員会勧告を踏まえた常勤職員の給
与改定に準じ、会計年度任用職員の給料表を改定するため、
条例の一部を改正するもの。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

三春の里農業公園条例の一部改正
　三春の里農業公園の既存の施設に加え、体験型の屋外活動
を推進する施設を追加するため、条例の一部を改正するもの。

可決 ○
×
討
論

○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
討
論
○○

令和６年度三春町補正予算
一般会計補正予算（第６号）7,596 万円増額 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
介護保険特別会計補正予算（第３号）17 万円減額 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
放射性物質対策特別会計補正予算（第２号）233 万円減額 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
病院事業会計補正予算（第１号）
　収益的収入 263 万円増額、収益的支出 407万円増額
　資本的支出 144 万円減額等

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

その他

小学校教師用教科書・指導書等買入れの追認
　小学校教師用教科書・指導書等について、見積合わせの結
果、次のとおり買入れたことについて追認を得たいので、議
会の議決を求めるもの。買入金額 21,427,270 円

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

町道路線の認定
　桜タウンまちだを造成した際の道路が町に移管されたこ
とによる新たな町道認定。

可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
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沢
石
地
区
に
公
衆
ト
イ
レ
を
整

備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

沢
石
会
館
が
開
館
し
て
い
る
時
間

帯
は
、
会
館
の
ト
イ
レ
が
利
用
で

き
る
。
ま
た
以
前
の
調
査
で
は
、
利
用
見

込
み
が
１
日
５
人
で
、
そ
の
後
の
状
況
に

変
化
が
な
い
た
め
整
備
す
る
考
え
は
な
い
。

モ
ン
ベ
ル
出
店
で
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ

ト
ラ
ッ
ク
※
を
整
備
す
る
計
画
が

あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
も
ト
イ

レ
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
ト
ラ
ッ
ク
の
ル
ー

ト
計
画
が
具
体
的
に
さ
れ
た
段
階

で
、
ど
こ
に
配
置
す
る
か
な
ど
議
論
さ
れ

る
と
考
え
る
。

き
が
る
湯
の
設
備
が
老
朽
化
し
て

き
て
い
る
が
、
施
設
の
改
修
な
ど

の
考
え
は
あ
る
か
。

北
部
３
地
区
連
絡
協
議
会
が
、
民

間
事
業
者
へ
委
託
し
管
理
運
営

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
３
ヵ

年
に
分
け
て
交
付
金
を
計
画
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
、

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
の
一
大
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
を
整
備
し
地
区
の
活
性

化
を
図
っ
て
は
。

沢
石
地
区
か
ら
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
整
備
の
要
望
は
出
さ
れ
て
い
る

が
、
く
わ
し
く
把
握
し
て
い
な
い
た
め
検

討
を
進
め
る
段
階
に
な
い
。
し
か
し
、
北

部
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
、地
域
の
方
々

と
協
議
を
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

鈴
す ず き

木　利
としかつ

一 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

北
部
活
性
化

北
部
活
性
化

活性化が待たれる沢石会館前

鈴
木

鈴
木

鈴
木

鈴
木

町
長

町
長

町
長

町
長

　

今
春
オ
ー
プ
ン
す
る
、
モ
ン
ベ

ル
ス
ト
ア
と
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
拠
点
施
設
の
総
事
業
費
と
、

債
務
返
済
の
計
画
は
。

総
事
業
費
は
約
18
億
円
で
、
そ

の
財
源
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
約
10
億
4
、0
0
0
万
円
の
地
方

債
（
借
金
）
に
つ
い
て
は
、
整
備
事
業
完

了
か
ら
20
年
間
、
元
利
均
等
払
い
で
の
返

済
を
検
討
し
て
い
る
。
返
済
期
間
20
年
と

い
う
の
は
、
借
入
条
件
で
あ
る
。

　

拠
点
施
設
等
の
管
理
運
営
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

田
園
生
活
館
を
中
心
と
し
た
エ

リ
ア
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
、
モ
ン
ベ
ル

と
連
携
し
た
上
で
、
田
園
生
活
館
も
含
め

た
一
体
的
な
エ
リ
ア
の
管
理
運
営
の
主
体

的
な
役
割
を
担
う
方
向
で
、
協
議
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
さんぺい

瓶　一
かつとし

壽 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

観
光
事
業

観
光
事
業

三
瓶

三
瓶

町
長

町
長

篠
しの

崎
ざき

　　聡
さとし

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

農
業
活
性
化

農
業
活
性
化

御
木
沢
地
区
を
は
じ
め
、
各
方
面

か
ら
三
春
駅
周
辺
の
活
性
化
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
商
業

施
設
を
建
設
す
る
予
定
は
あ
る
か
。
コ
ン

ビ
ニ
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
で
き
れ
ば
駅

周
辺
が
活
性
化
し
、
北
部
が
明
る
く
な
る

の
で
は
と
期
待
の
声
が
出
て
い
る
。

　
ま
た
複
合
施
設
と
し
て
、
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
事
で
電
車
の
待
ち
時

間
な
ど
に
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

三
春
駅
周
辺
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
商
業
施
設
等
の
建
設
は
、
検
討

し
て
い
な
い
。
三
春
駅
利
用
者
の
増
加
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
周
辺
地
域
や
中
心
市
街
地
と
の
ア
ク
セ

ス
機
能
の
充
実
、
観
光
で
利
用
さ
れ
る
方

の
利
便
性
の
向
上
や
三
春
駅
を
利
用
し
た

り
、
訪
れ
る
機
会
を
増
や
す
取
り
組
み
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
春
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
※
」
に
合
わ
せ
た
三
春
駅
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
既
存
施
設
の
有
効
活

用
の
推
進
。
空
き
店
舗
対
策
事
業
の
拡
大

に
よ
る
駅
前
の
商
業
活
性
化
へ
の
支
援
策

の
強
化
を
し
て
い
く
。

コンビニあったらなぁ〜

遠
藤

町
長

町
内
に
も
、
休
耕
田
や
耕
作
放

棄
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
タ
レ

ン
ト
と
町
民
が
田
植
え
、
稲
刈
り
を
す
る

企
画
は
で
き
な
い
か
。

人
気
タ
レ
ン
ト
と
連
携
し

た
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄

地
の
イ
ベ
ン
ト
は
考
え
て
い
な
い
。

郡
山
市
西
田
町
と
葛
尾
村
の
間

に
あ
り
、
立
地
条
件
は
悪
く
な

い
と
思
う
の
で
、
検
討
し
て
見
て
は
。

好
感
度
の
高
い
タ
レ
ン
ト
が
、

好
条
件
で
三
春
町
の
米
を
P
R

す
る
よ
う
な
企
画
が
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
引

き
受
け
る
。田

ん
ぼ
ア
ー
ト
を
主
催
す
る
団

体
が
、
タ
レ
ン
ト
を
呼
ぶ
た
め

の
資
金
と
し
て
、
助
成
金
の
増
額
を
要
望

し
た
場
合
、
増
額
に
つ
い
て
検
討
す
る
の

か
。

地
元
の
皆
さ
ん
が
収
支
を
計
算

し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
。
助
成

金
増
額
の
話
が
あ
れ
ば
、
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
補
助
金
を
出
す
形
に
な
る
。
タ
レ

ン
ト
を
呼
ぶ
か
ら
、
補
助
金
を
出
す
と
い

う
単
純
な
話
で
は
な
い
。

タレント呼べるかな

篠
崎

篠
崎

篠
崎 佐

藤
産
業
課
長

町
長

町
長

総事業費 約 18.0 億円

財
源
内
訳

国 補 助 金 約 6.9 億円

地  方  債 約 10.4 億円

基  金 ー

一 般 財 源 約 0.7 億円

遠
えんどう

藤　亮
りょうこ

子 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

駅
の
活
性
化

駅
の
活
性
化

検
討
を
進
め
る
状
況
で
は
な

い ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

建
設
で
活
性
化
を

答
弁

三
春
駅
利
用
者
の
増
加
を

図
る
こ
と
が
重
要

駅
周
辺
に
商
業
施
設
を

答
弁

連
携
す
る
方
向
で
協
議

拠
点
施
設
の
運
営
は

答
弁

タ
レ
ン
ト
と
の
イ
ベ
ン
ト
は

考
え
て
い
な
い

タ
レ
ン
ト
を
呼
ん
で

田
植
え
や
稲
刈
り
は

答
弁

※ジャパンエコトラック … カヌー・自転車・トレッキングなどの人力による移動手段で、日本各地の豊かで多様な自然を体感し、
　　　　　　　　　　　 　 地域の歴史や文化、人々との交流を楽しむ新しい旅のスタイル

※デスティネーションキャンペーン…地域の観光局、政府、民間企業が連携して観光地を PR して多くの観光客を引きつけるための
　　　　　　　　　　　　　　　　　プロモーション活動。
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新
年
度
予
算
編
成
で
は
、
基
金
の

取
り
崩
し
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
ふ
ま
え
質
問
す
る
。

①
収
集
事
業
の
現
状
と
課
題
や
対
策

②
資
源
化
施
設
等
の
現
状
と
対
策

③
西
部
焼
却
施
設
の
今
後
の
計
画

④
町
単
独
管
理
運
営
は
費
用
負
担
大
で
は

⑤
外
部
委
託
の
今
後
の
見
直
し

⑥
最
終
処
分
場
と
関
連
施
設
の
現
状
と
課

　
題
及
び
対
策

①
ご
み
処
理
体
制
を
大
き
く
見

　　　
直
す
時
期
に
あ
る
。

②
破
砕
処
理
に
頼
ら
な
い
処
理
ル
ー
ト
の

　
確
立
。

③
低
コ
ス
ト
で
補
修
効
率
の
高
い
補
修
を

　
行
う
。

④
町
が
処
理
し
て
い
く
か
、
委
託
で
処
理

　
す
る
か
検
討
す
る
。

⑤
プ
ラ
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
を
見
直

　
す
。
飛
灰
固
化
物
は
埋
め
立
て
す
る
。
廃

　
電
池
は
今
後
も
委
託
し
て
い
く
。

⑥
計
画
的
に
整
備
す
る
。

　

３
５
０
か
所
に
資
源
ご
み
収
集

コ
ン
テ
ナ
を
前
日
設
置
し
、
翌

日
回
収
す
る
方
法
も
検
証
が
必
要
で
は
。

コ
ン
テ
ナ
回
収
の
見
直
し
と
合

わ
せ
て
、
拠
点
回
収
や
ふ
れ
あ

い
収
集
の
拡
大
な
ど
検
討
す
る
。

　

田
村
市
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
ご

み
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
焼
却
炉

の
連
続
運
転
は
可
能
か
。

間
欠
運
転
※
な
ど
可
能
か
調
査

を
し
て
い
る
。

　

廃
材
を
受
け
入
れ
て
は
ど
う

か
。

あ
わ
せ
産
廃
と
い
う
法
律
上
の

規
定
が
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
も

検
討
し
て
い
く
。

　

温
水
利
用
は
ど
う
か
。

温
水
発
生
装
置
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
供
給
が
難
し
い
。

三
さ ん ぺ

瓶　文
ふみひろ

博 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

ご
み
処
理
問
題

ご
み
処
理
問
題

三
瓶

三
瓶

三
瓶

三
瓶

三
瓶

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医

療
や
介
護
に
つ
い
て
、
前
も
っ

て
話
し
合
う
手
順
を
『
人
生
会
議
』
と
い

う
。
自
分
で
判
断
で
き
る
う
ち
に
、
終
末

期
の
迎
え
方
を
考
え
て
お
く
こ
と
は
大
切

で
あ
る
。『
人
生
手
帳
』
に
希
望
を
書
い

て
お
く
と
、
家
族
や
医
師
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
人
生
会
議
や
人
生
手
帳
を
広

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
や
介
護

の
在
り
方
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本

人
の
意
思
尊
重
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ

り
、
す
べ
て
の
人
に
共
通
し
た
重
要
課
題

で
も
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、11
か
所
の
サ
ロ
ン
で『
人

生
会
議
』
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
生
死
に

関
わ
る
問
題
な
の
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
課

題
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
の
仕
組
み
作
り
と
い
う
面
も
あ

る
。

　

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
中
に
、『
人
生

会
議
』
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
折
り
込
ん
で

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

町
内
の
開
業
医
で
、
往
診
を
し

て
も
え
る
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

三
春
病
院
を
は
じ
め

８
医
療
機
関
が
あ
る
。

山
やまざき

崎　ふじ子
こ

 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

人
生
会
議

人
生
会
議

人生会議

山
崎

山
崎

佐
藤

保
健
福
祉
課
長

佐
藤

保
健
福
祉
課
長

松
まつむら

村　妙
た え こ

子 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

橋
はしもと

本　善
ぜんいちろう

一郎 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

三
春
北
部
振
興

三
春
北
部
振
興

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と

は
。

保
育
所
等
の
施
設

を
利
用
し
て
い
な

い
、
満
３
歳
未
満
の
こ
ど
も
が
対
象
で
あ

る
。
保
護
者
の
就
労
等
の
要
件
問
わ
ず
、

施
設
等
の
利
用
が
で
き
る
新
た
な
通
園
制

度
。

従
来
か
ら
の
「
一
時
預
か
り
保

育
事
業
」
と
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
と
の
違
い
は
。

一
時
預
か
り
事
業

は
、
保
護
者
の
子

育
て
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

家
庭
に
お
い
て
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
一

時
的
に
困
難
と
な
っ
た
０
～
５
歳
児
の
こ

ど
も
を
対
象
と
す
る
。

　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
、
保
育
所

等
に
通
っ
て
い
な
い
満
３
歳
未
満
の
未
就

園
児
に
対
し
、
良
質
な
生
育
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
育
ち
を
支
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

国
で
は
令
和
８
年
度
か
ら
全
国

展
開
を
目
指
し
て
い
る
が
、
町
の

導
入
は
。

令
和
８
年
度
の
本

格
実
施
に
向
け
て

保
育
現
場
の
先
生
方
や
、
施
設
等
と
の
協

議
を
慎
重
に
進
め
、
町
民
の
ニ
ュ
ー
ズ
や

要
望
に
対
応
し
て
い
く
。

松
村

松
村

松
村

佐
藤

子
育
て
支
援
課
長

佐
藤

子
育
て
支
援
課
長

佐
藤

子
育
て
支
援
課
長

三
春
町
の
北
部
に
お
い
て
も
少

子
高
齢
化
が
進
む
中
、
少
し
で
も

交
流
人
口
や
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
北
部
地
域
か
ら
要
望
の
あ
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
、
町
民
の
憩
い
の
場

と
な
る
公
園
等
の
設
置
は
。

　

用
地
の
確
保
や
管
理
・
運
営
方

法
、
整
備
費
用
や
管
理
費
用
な

ど
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
状
況
で
は
な
い
。

　

太
陽
光
発
電
の
設
置
に
対
し

て
、
町
の
対
応
は
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

設
備
の
計
画
で
、
遵
守
事
項
等

を
明
示
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

住
宅
建
設
促
進
を
図
る
た
め
、

今
後
北
部
地
域
に
も
上
水
道
整

備
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　

北
部
地
域
に
お
い
て
は
、
現
在
計

画
は
な
い
。

　

お
で
か
け
支
援
隊
の
今
後
の
取

り
組
み
や
活
動
は
。

地
区
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
必
要

な
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

橋
本

橋
本

橋
本

橋
本

町
長

町
長

町
長

町
長

4月に開園する岩江こども園

十
分
に
検
証
し
新
た
な
ご
み

収
集
体
制
案
ま
と
め
る

ご
み
処
理
の
現
状
と

こ
れ
か
ら
の
対
策

答
弁

令
和
8
年
度
本
格
実
施
に

向
け
て
施
設
と
の
協
議

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
の
推
進
は

答
弁

具
体
的
な
検
討
策
を
進
め
る

段
階
に
は
な
い

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

計
画
は
あ
る
の
か

答
弁

人
生
会
議
を
広
め
た
い

人
生
の
終
末
期
を

自
分
ら
し
く

答
弁

田村市のパークゴルフ場

※間欠運転…機械の稼働と停止を繰り返すこと。
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実
証
運
行
が
開
始
さ
れ
、
一
ヶ

月
経
過
時
点
で
の
利
用
状
況

は
。

①
利
用
登
録
者
は
２
名
。

②
利
用
回
数
は
延
べ
17
回
運
行
。

③
利
用
目
的
は
通
院
・
買
い
物
が
ほ
と
ん

　
ど
で
あ
る
。

④
苦
情
は
な
い
が
、
運
行
時
間
や
料
金
の

　
割
高
感
の
意
見
が
あ
る
。

⑤
実
証
運
行
終
了
後
は
、
利
用
者
や
事
業

　
者
等
と
運
行
方
法
の
見
直
し
を
行
い
継

　
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑥
町
営
バ
ス
は
、
乗
降
調
査
な
ど
の
結
果

　
を
も
と
に
、
令
和
７
年
10
月
を
目
標
に

　
見
直
し
を
行
う
。

P
R
不
足
の
改
善
、
料
金
、
運

行
区
間
の
拡
大
等
の
見
直
し
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

よ
り
一
層
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
く
。

　
時
刻
表
の
見
直
し
に
加
え
、
少
人
数
で

部
活
動
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
、
岩
江
中
の
生
徒
に
も
三
春
中

同
様
に
、
町
体
育
施
設
を
使
用
し
て
練
習

を
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

岩
江
中
の
部
活
動
も
、
町
体

育
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
設
ま
で
の
移

動
を
考
慮
す
る
と
、
生
徒
の
負
担
や
活

動
時
間
の
短
縮
等
の
支
障
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

三
春
中
の
一
部
の
屋
外
競
技
は

町
体
育
施
設
の
夜
間
照
明
を
使

っ
て
練
習
を
し
て
い
る
が
、
岩
江
中
に
も

夜
間
照
明
を
完
備
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

三
春
中
で
利
用
し
て
い
る
夜

間
照
明
は
、
部
活
動
の
使
用

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

安
全
確
保
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
。

　
岩
江
中
の
照
明
設
備
は
、
現
状
を
く
わ

し
く
調
査
し
検
討
し
て
い
く
。

岩
江
中
で
は
、
部
活
動
が
終
わ

っ
た
後
の
下
校
時
、
生
徒
の
安

全
確
保
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
。

学
校
周
辺
の
街
灯
や
投
光

器
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
十
分
配
慮
し

対
応
し
て
い
る
。

大
おおうち

内　広
ひろのぶ

信 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

部
活
動
支
援

部
活
動
支
援

大
内

大
内

大
内

の
定
額
利
用
の
検
討
、
利
用
回
数
に
応
じ

た
月
額
料
金
の
設
定
な
ど
、
利
用
し
や
す

い
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
運
行
区
間
は
、
舞
木
駅
、
要
田
駅
ま
で

の
利
用
は
可
能
で
、
エ
リ
ア
拡
大
は
各
所

と
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、
今
後
、
検
討

を
進
め
る
。

影
かげやま

山　孝
た か お

男 議 員

質問者の録画映像
はこちらから

こ
ま
シ
ェ
ア

こ
ま
シ
ェ
ア

広報パンフ

影
山

影
山

町
長

町
長

佐
藤
教
育
長

佐
藤
教
育
長

佐
藤
教
育
課
長

◆応募方法
　クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だより」に対するご意見、ご感想を併せて記入のうえ、
　下記の QR またははがきで送信（送付）してください。また、E-mail での応募も受け付けますので、必要事項を記入
　のうえ、下記のアドレスまで送信してください。正解者の中から、抽選で３名の方に1,000 円分のプリペイドカード
　を差し上げます。当選は発送をもって代えさせていただきます。
◆送付先 
　〒 963-7796 三春町字大町１-２ 三春町議会事務局
　E-mail gikai@town.miharu.fukushima.jp
◆締切日　２月17 日（月）（当日消印有効）
　※ 前回は 3 件の応募をいただき、ありがとうございました。
　※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ以外の目的には使用しません。

12月会議の一般質問に登壇した議員は何人でしょうか？
答え　○○人

前回の答え
A.100億円

はがきが無くても
回答できます

第43回議会クイズ

議会傍聴のご意見・ご感想
 ・質問が多岐に渡り興味深く感じました。しかし、内容に稚拙な内容も伺え議員としての資質を考えさせられました。
　今後の議員活動を見守りたいと思います。
 ・少しは三春町のことが分かってきました。
 ・駅前の活性化は重要だと思います。三春駅に降りたとき何もなかったとの話はよく聞きます。高校生が待ち時間
　に勉強する場所等があったら素晴らしいことと思いますが。
 ・モンベル・三春駅周辺の件でも三春の人たちの「三春愛」がなければならないと思います。理想論ではなく、現
　実を見て三春町づくりのための協力が必要だと思います。
 ・町中活性化は難しい問題と思うが、モンベルの進出とデスティネーションのチャンスを活かす取組が必要と思います。
 ・三春町の玄関である駅周辺を大いに活性化し、滝桜時期のおもてなしを含め人の集まるまちづくり、是非お願いい
　たします。
 ・影山保健福祉課長の答弁が簡潔で分かりやすかったです。数字を示すのが分かりやすいです。
 ・三瓶文博氏の質問も分かりやすかったです。
 ・三春中と岩江中の格差を感じました。

　毎回議会傍聴に参加しています。町の現在の状況を知ることができる良い
機会です。議会傍聴で知ったことを自分自身のことと受け止めて、みんなに発
信するよう心がけております。議会傍聴は決して敷居が高いわけではないの
で、子育て世代のお母さんや、若い世代の方にも一度参加してもらいたいです。
参加することで、興味や関心を持つこともでき、町の課題や町の今後のビジョ
ンも理解することができます。今後もワクワクしながら参加したいと思います。
町民の皆さんも一緒に参加しましょう。

12 月３日の一般質問を傍聴された方へアンケートと
傍聴者へ直撃インタビューを行いました。

千
ち ば

葉 富
と み こ

子さん（北町）

議会傍聴者へ直撃インタビュー

学
校
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場

合
は
対
応
を
考
え
る

岩
江
中
部
活
動
も

町
体
育
施
設
利
用
を

答
弁

運
行
方
法
等
の
見
直
し
を
行

い
事
業
を
継
続

実
証
期
間
の
利
用
状
況

と
今
後
の
取
組
み

答
弁

複数の部活を同時に行う岩江中
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みはる議会だよりみはる議会だより
スマートフォンへスマートフォンへ

配信中 !配信中 !

広報広聴常任委員会 委員長／山崎ふじ子 　副委員長／篠崎聡　　
委　員／影山孝男　 三瓶一壽 　大内広信 　遠藤亮子 　鈴木利一

シリーズNo.5  ～みはるのキラ人～
　「みはるのキラ人」と題して、三春町で活躍されている方をシリーズで紹介していきます。
第５弾は、12 月１日に行った英語弁論大会で活躍されたお二人にインタビューしました。

第21回三春中学生　英語弁論大会

❶
発
表
後
の
感
想
は

練
習
時
間
が
な
か
な
か
取
れ
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
今
日
の
ス
ピ
ー
チ
が
今

ま
で
で
1
番
良
く
で
き
ま
し
た
。

ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
楽
し
む
と
決

め
、
緊
張
感
よ
り
楽
し
む
感
じ
が
し

て
よ
か
っ
た
で
す
。
３
年
続
け
て
参

加
し
、
ど
ん
ど
ん
自
信
が
つ
い
て
い

き
ま
し
た
。

❷
苦
労
し
た
こ
と
は

身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
入
れ
な
が
ら
感
情

を
込
め
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
に
努

力
し
ま
し
た
。
す
き
ま
時
間
を
活
用

し
、
毎
日
積
み
重
ね
て
頑
張
り
ま
し

た
。

❸
将
来
の
夢
は

大
好
き
な
英
語
を
使
っ
て
、
日
本
と

海
外
を
結
ぶ
仕
事
に
就
き
た
い
で

す
。

❹
町
に
望
む
こ
と

国
際
交
流
に
力
を
入
れ
て
、
ラ
イ
ス

レ
イ
ク
な
ど
と
交
流
を
続
け
て
ほ
し

い
で
す
。

❶
発
表
後
の
感
想
は

早
く
か
ら
準
備
し
て
き
た
の
で
、
皆

さ
ん
よ
り
も
上
手
く
喋
ら
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
３
年
続

け
て
参
加
し
た
の
で
、
緊
張
せ
ず
自

信
を
持
っ
て
の
ぞ
め
ま
し
た
。

❷
苦
労
し
た
こ
と
は

早
口
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
間
を
き

ち
ん
と
と
る
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

た
。

❸
将
来
の
夢
は

海
外
留
学
を
し
た
い
で
す
。

❹
町
に
望
む
こ
と

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
ま
し
た
。
次
の
人
た
ち
も

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
海
外
の
人

達
に
ふ
れ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

三春中学校3年生
宮武  あこさん

岩江中学校3年生
井堀  芽衣さん

今
月
の
表
紙

中
郷
幼
稚
園
カ
レ
ー
パ
テ
ィ
ー

　
今
日
は
み
ん
な
で
つ
く
る
カ
レ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
。
ぼ
く
が
タ
マ
ネ

ギ
の
皮
む
い
た
よ
。
わ
た
し
が
ニ

ン
ジ
ン
切
っ
た
よ
。
さ
い
ご
に
、

お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
か
ら
お
い

し
く
な
ぁ
れ
！
の
お
ま
じ
な
い
。

み
ん
な
で
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
め

し
あ
が
れ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
瓶
一
壽
）

Miyatake  Ako

Ibori　Mei


